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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
取締役社長　CEOの泉澤です。

２０１８事業計画の推進状況について、１８年度の成果と
１９年度の取り組みを説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０１８年度は、受注は大型案件のキャンセルや期ずれなどがあり、
計画未達でした。

※　売上の計画未達の主要因は、火力や原子力などパワー部門の既受注工事の進捗見立ての変更により、一部売上が翌期にズレたもの

事業利益については、キャッシュフロー経営が定着し、各事業部門での
取り組みが功を奏し、固定資産売却益を除いて、計画通り進捗しています。

また、FCFについても超過達成しており、これまでの経営改革が定着し、
成果が出てきたと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１８事計での２０２０年度目標は、
事業規模：５兆円、総資産：５．３兆円以下、ＲＯＥ：１１％で、キャッシュフローとして、１兆３，２００億円を創出し、
成長分野への投資と財務の健全性をバランスさせる計画としています。

１８年度は、
ＦＣＦで、計画を大幅に超過達成しており、１８事計達成の目途付けができています。
今後は不透明な市場環境に対応するため、固定資産の更なる効率化を
進め、確実な事業利益の創出を図ります。

受注は、中量産品は堅調であったものの、スチームパワーのキャンセルや
市場縮小の影響で減少となっています。
今後、サービス事業の強化で受注の確保を図ります。
成長戦略は、短期と中長期の両面で推進中であり、後ほどご説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Subsequent to the presentation of corporate governance, I would like to introduce shortly about MHI’s CSR policy and sustainable development.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２０１９年度の受注は１８年度の期ずれ案件の確実な受注を図り、売上もパワー・I&Iを中心に増加を図ります。

※　パワー/I&Iの受注・売上のFY18→19増加要因は以下の通りです。
【パワー受注】 　GTCC＋439(JERA姉崎、米州新設)、Steam Power＋2,000(フィリピン新設、JERA横須賀)、AEL+100
【I&I受注】 	化プ+1,200（FY18が極端に少なかった）物流＋300（販社買収＋市場伸長）
【パワー売上】 	GTCC＋770(タイや米国の既受注工事の進捗+200、米国他の新設未受注案件の進捗+500)、　　　　　　　　　　	SP+200(既受注大型案件の進捗)、環境プラント+100（既受注国内新設/インド脱硫等の進捗）、	原子力+225（既受注案件の進捗）AEL＋90（市場伸長）、コンプレッサ+120（市場伸長）
【I&I売上】 　　化プ+478、物流＋454(販社買収＋市場伸長)、冷熱+70、CAC＋60、ターボ+60、商船海洋鉄構△350

事業利益については、I&I受注品の損益改善により好転させる計画であり、更に、生産性　向上や資産効率の向上を図ることで上積みさせたいと考えています。
２０２０年度は、受注・売上・利益については２０１８事計の目標から変更はせずに　　取り組んでいきます。

※　2020年目標（事業規模・利益）の達成見通しについて問われた場合の回答
【受注・売上の5兆円について】
4.6兆円迄はオーガニック成長で到達して、そこから4千億円の非オーガニック成長を織り込み、5兆円の計画です。
オーガニック成長については、パワーは計画に対して若干厳しい見通しですが、一方でI&Iは量産品を中心に順調に規模を拡大しており，全社合計としては4.6兆円の計画達成を見込んでおります。
非オーガニックの4千億円については、詳細は申し上げることはできませんが、様々な検討を行っております。
2020年に売上5兆円という目標について、見直すことは考えておりません。
【事業利益3,400億円について】
パワー（FY18：1,328→FY19：1,400→FY20：1,900）は、火力・原子力の既受注案件の工事進捗に伴う利益拡大、受注環境が良くなっている航空エンジンやコンプレッサの増収による増益効果を見込んでいます。
I&I（FY18：701→FY19：1,100→FY20：1,600）は、受注品（商船、製鉄機械など）の損益改善と量産品（冷熱、物流など）の事業規模拡大による増益効果を見込んでいます。
航空・防衛・宇宙（FY18：△374→FY19：△200→FY20目標：±0）は、MRJ90の開発費用がピークアウトし減少基調にあること、民間航空機/Tier1の納入台数の増加（787の増産及び777Xの立上がり）が、利益に貢献していきます。（更QでMRJ70の開発費について問われた場合は、MRJ70の開発費も織り込んでいる旨を回答する）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三菱日立パワーシステムズは、GTは2018年度は市場が縮小した中、　　　競争力のある新型機種の投入で、市場シェアを拡大しました。　今後のGT市場の回復の中でも高いシェアを確保していきたいと考えています。

また、固定費の削減はほぼ計画通し進捗していますが、石炭火力新設
市場の縮小に伴い、再編を加速するとともにサービスを強化していきます。

MRJは、本年３月からTC取得に向けた飛行試験を開始しました。

成長戦略は短期、中長期の視点で取り組みを進めており、新たな枠組みも検討しています。

グローバル・グループ経営は、これまでの施策を定着・進化させていきます。

以下、個別に説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GT市場は足元は縮小していますが、中長期的には堅調に推移する
見通しであり、製品競争力の更なる強化でシェア向上を図ります。

大型では、世界最高レベルの効率64%を達成し、CO2削減に貢献するJAC形はすでに２５台を受注または内定頂いており、本年11月に
初号機を出荷する予定です。
さらに、次世代型の開発を進めており、市場投入をしていきます。

中小型GTは、負荷追従・分散型・機械駆動用で需要が見込めます。2018年度に受注増となり、さらに石油メジャーからコンプレッサの
機械駆動用として製品認証を得ることができたので、今後更に
受注拡大を図っていきます。

新技術としては、脱炭素化への対応で、100%水素専焼のGTの開発を進めています。発電設備の自動運転技術の開発にも取り組んでおり、効率的な運用によるCO2発生量削減に寄与していきたいと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スチームパワーは2020年度までは既受注案件の工事で高操業にあります。
一方で、昨今の脱炭素化の中で、２０２１年度以降、新設は縮小して
いきます。�今後は、既存のプラントの低炭素化への貢献を図るため、GTと同様に
運転の最適化に向けたAI/IoT技術の適用を図っていきます。また、
環境負荷低減に寄与する排煙脱硫装置の適用拡大を強化していきます。

さらに、ドローンを活用した点検期間の短縮や他社製品向けサービスの拡大など、サービス事業の拡大を図ります。

※　他社製品向けの拡大は具体的にどういう計画か？
他社製品向けサービスで、FY19とFY20の受注計画に、GTCC60億円/年、Stem Power200億円/年をおりこんでいます。MD&A社（Mechanical Dynamics &Analysis：現在MHPSAの100%
子会社）の活動が中心であり、GTCCは、アジアや中東などの市場拡大を図る計画、Steam Powerは、東南アジア、台湾、韓国などで、B&W製ボイラ、Alstom製ボイラ、GE製STなどの環境対策やアップグレードで受注を拡大する計画。

固定費削減、拠点再編は計画通り進捗中ですが、更なる加速を進めて
いきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
MRJ事業の取り組み状況について、説明します。

MRJは本年3月3日から型式証明取得のための飛行試験を開始しました。�
さらに、3月14日に米国連邦航空局からLetter of Authorizationを
受領し、飛行試験を実施中です。

TC取得は山場を迎えており、関係各署と綿密に連携させて頂き、
遂行していく所存です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中量産品事業は、これまでに取り組んできた財務基盤から創出された
資金を重点的に配分して、Ｍ＆Ａ、生産体制強化を進めてきました。
また、技術シナジーを活かして、競争力のある製品を開発してきました。
その結果、事業規模は12年度と比べて、約3倍に拡大しました。

今後は、販売・サービスの増強、電動化や自動化に対応した
コンポ―ネント・製品・サービスの開発で、事業の伸長を図ります。
技術シナジーの例としては、ＧＴなどの他の製品で開発した先端技術を
電動CACやフォークリフトの自動運転などに適用して、競争力のある
製品を開発していきます。

※　販売・サービスを拡大する製品or市場は？
主な計画は以下の通りです。
物流は、北米で販社を買収して、レンタルや中古社事業にも参入。
冷熱は、中国・欧州を中心に販売・サービス拠点を増強。
ターボは、欧州でのシェア拡大を目指して、欧州での開発を強化。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
洋上風車市場は急速に拡大し、今後とも伸長が期待できます。
当社は陸上風車でトップのＶｅｓｔａｓ社とのＪＶで
ＭＨＩ Vestas Offshore  Wind　を2014年4月に設立しました。

市場シェアは堅調に増加していますが、当社グループは、生産技術・管理、品質など、特に急速な規模拡大に備えた体制整備やアジア地区での
展開をサポートしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＳＤＧｓに貢献する製品についても事業発展の機会があります。
当社はこれまでに幅広い技術・製品の蓄積があります。これらの製品は
低炭素化、環境負荷低減、ＥＶ化等さまざまな分野で社会への貢献が
可能です。これらの製品事業の拡大を進めます。

また、これらの製品をシステム化する、あるいはAI/IoTを適用することで
社会の課題を解決できると考えています。

例えば、オーストラリアでは、都市機能の分散のため西シドニーの
都市開発が計画されており、当社はエネルギーマネジメントなど
様々なソリューションを提案中です。

この様に地域に密着したソリューション提供についても取り組んでいきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
安全・安心に向けたトータル・ソリューションの提供にも取り組んでいます。

サイバー攻撃、自然災害などに対応するため、安全・安心に対する社会の
ニーズは拡大しています。

当社はこれまでに防衛・宇宙分野を中心に様々な技術を蓄積しています。

サイバーセキュリティ、周辺警戒監視、広域状況把握などの技術やシステムは、これらのニーズに適用でき、ソリューションを提供しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
MHI  FUTURE  STREAM の活動について説明します。
この活動は、
長期的な将来社会像から事業機会を抽出する「Mega Scan」、
中長期的な視点で既存事業の方向転換を検討する「Shift the Path」、またこれに必要な技術や、ゲームチェンジの可能性を秘めた最先端技術を探索する「Technology Scouting」の3つの取組みで構成されます。

18年度のMega Scanでは、社会の変化や技術の変革により、
供給側から需要側へと価値の重心が移行する、機械システムが
更に知能化される、といった変化を当社の視点から洞察しました。

そこからこうした変化に対応して当社グループの事業をどのように転換すべきか、エネルギーの観点でのShift the Path、炭素循環の観点でのShift the Pathを検討しました。

また、Technology Scoutingでは、新技術やビジネスモデルのアイデアを、スピード感をもって試行することができる共創の場の設立を進めていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、エネルギー観点でのShift the Path について説明します。
これまでエネルギー分野での価値創造は主に集中電源などの
供給インフラで行われていました。

この分野での安価・安定供給、低炭素等の取り組みは引き続き
重要な機能ですが、一方で、社会インフラの変化、技術の変革の中で、
より需要側での価値提供が重要になってきています。

その中で、当社グループは、ＡＩなどの技術イノベーションを取り入れ、
進化した機械システムの提供を図っていきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、炭素循環の観点でのShift the Path について説明します。
地球環境の面からカーボンニュートラルへの社会ニーズは益々
高まっています。
これは、社会が化石資源の消費が拡大する中で、自然での
炭素循環では限界が来ていることを示しています。

これまで、供給側システムの高効率化、省エネ化で取り組んで来ていましたが、
今後、カーボンニュートラルを実現していくためには需要側での取り組みも
必要になってきています。

この分野で、当社はグリーンガスエネルギシステムの効率化、洋上風力発電、
バイオマス利用、植物工場、カーボン貯留など多岐にわたる製品を
開発しており、それらを組み合わせ、システム化することで、
カーボンニュートラルへの貢献を図ります。
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